
 

 

 

８月５日（水）に、福島県自治会館大会議室を会場に、県北域内の教職員、保護者、家庭教育応援企業代表者、

各市町村行政担当者など４８名にご参加いただき、地域づくりや学校づくりについて考える「地域連携担当教職

員等研修会」を開催しました。研修会の様子をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３分類画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 復興に向けた学びを通じた協働のまちづくり事業「地域連携担当教職員等研修会」 

講義 

文部科学省総合教育政策局ＣＳマイスターの安齋宏之氏より、 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の概要と、学校 

を取り巻く環境の変化をふまえたコミュニティ・スクール活用の 

ポイントについて教えていただきました。 

 

○ 学校が抱えている課題は複雑化・多様化してきており、学校だけで解決することは難しくなって 

きている。コミュニティ・スクールを導入している学校では、抱えている課題を地域から選ばれた 

委員と共有し、その解決に向けて、幅広くアイディアを集めることができる。また、コミュニティ 

・スクールの導入は、地域住民を「賢い傍観者」から「責任ある当事者」に変え、学校課題や地域 

課題の解決力を高める可能性を持っている。 

○ 文部科学省からいわゆる「３分類」等の業務改善に関する通知が繰り返し出されているが、一般 

市民の共通認識になっているとは言えない。「子供をよりよく育むためには教員の『働き方改革』 

が不可欠」という認識を保護者や地域と共有し、「働き方改革」の推進に向けて協働していく必要 

がある。 

文部科学省総合教育政策局ＣＳマイスターの安齋宏之氏より、 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の概要と、学校 

を取り巻く環境の変化をふまえたコミュニティ・スクール活用の 

ポイントについて教えていただきました。 

講演要旨 

○ 学校が抱えている課題は複雑化・多様化してきており、学校だけで解決することは難しくなって 

きている。コミュニティ・スクールを導入している学校では、抱えている課題を地域から選ばれた 

委員と共有し、その解決に向けて、幅広くアイディアを集めることができる。また、コミュニティ 

・スクールの導入は、地域住民を「賢い傍観者」から「責任ある当事者」に変え、学校課題や地域 

課題の解決力を高める可能性を持っている。 

○ 文部科学省からいわゆる「３分類」等の業務改善に関する通知が繰り返し出されているが、一般 

市民の共通認識になっているとは言えない。学校は、学校運営協議会等の中で「子供をよりよく育 

むためには、教員が子供と向き合う時間をつくるための『働き方改革』が不可欠」という認識を保 

護者や地域と共有し、「働き方改革」の推進に向けて協働していく必要がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例紹介 

宮城県仙台市立荒町小学校で学校運営協議会長を務められてい 

る庄子康一氏より、コミュニティ・スクール導入までの道のりと、 

運用の実際、導入前後の学校や地域の変化についてご講演いただ 

きました。 

講演概要 

 荒町に自分の職場があるというだけで、自分が生まれ育った街というわけではなく、荒町小学校 

は母校ではありません。ただ、「地域のために何かできないか」という思いをずっと持っていまし 

た。学校については、フェンスで囲まれていて、門はいつも閉ざされていて、「敷居が高い場所」 

だと感じていました。 

 以前の（庄子氏のお店がある）荒町商店街は、子供たちにあいさつしても逃げられてしまうよう 

な街でした。登下校のときに子供たちが荒町商店街の店に立ち寄るようなことはなく、「不審者に 

声をかけられたとき、逃げ込んだりできるのかな？」と思っていました。 

  先生方は、毎日、学校と家の往復で、外でランチをするようなこともできず、「地域のおいしい 

お店とか、あまり地域のことを知らないのではないかな」と感じていました。 

  ある年から、ハロウィンの日に商店街で子供たちにお菓子を配りはじめました。次第に、「トイ 

レを貸してください」「水を飲ませてください」と子供たちが立ち寄るようになりました。「もっ 

とできることはないかな」と考え、「子まもりプロジェクト」を立ち上げました。 

  子供たちとの距離が縮まったこともあり、令和元年に、校長先生から３年生の地域学習への協力 

の相談がありました。令和３年度からは、学校運営協議会が設置され、委員１３名でコミュニティ 

・スクールがスタートしました。毎年４月には、先生方と「カリキュラム研修会」を開催し、異動 

して間もない先生方にも地域のことを伝えています。また、いっしょに教育計画を確認し、「先生 

方の負担軽減のためにできることはないか」についても話し合っています。 

 コミュニティ・スクールを導入してから、先生方とお互いに「顔の見える関係」になり、気軽に 

相談し合えるようになったと感じています。 

 「子まもりプロジェクト」を続ける中で、地域の企業や他の商店街にも見守りの協力を呼びかけ 

たところ、現在、警備会社など５０以上の団体がプロジェクトに賛同してくださっています。子供 

たちのために力を貸してくれる団体は多く、見守り活動だけでなく、プロジェクトのパンフレット 

をつくってくれる会社やロゴの入った袋をつくってくれる会社などもあります。それぞれの企業が 

強みを生かして協力してくれて、とてもありがたいです。（別紙「‘26 仙台荒町 子まもりプロジ 

ェクト連携図」参照） 

  現在は、中学校に出向いて、全校集会等で中学生に見守りを依頼しています。「守られる側」か 

ら「守る側」の視点も持ってもらうことで、みんなが安心して過ごせる持続可能な地域になればと 

考えています。中には、「大人になったら、僕がお菓子を配ります。」と言ってくれる子もいまし 

た。「卒業生が中学校で『荒町を誇りに思います』と語った」という 

話を聞いたときには本当にうれしかったです。 

  荒町がそうであるように、コミュニティ・スクール制度は、地域の 

人々をつなぎ、地域ぐるみで子育てをする環境をつくるための有効な 

手段になると思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習 

演習では、ＣＳマイスターの安齋宏之氏の指導のもとで 

熟議を体験しました。「今、３分類の中でできていること 

は何か」と「これから地域として取り組むべきことは何か」 

の２点についてそれぞれの学校の状況を振り返り、８つの 

グループに分かれて話し合いました。 

 熟議の中で挙がった主な意見を紹介します。 

 
できていること 

・ 登下校の見守り 

・ 地域学習協力者への連絡等 

・ 地域学習等への協力 

・ 金銭の徴収・管理 

・ 校外補導 

・ 部活動地域展開 

・ 校内清掃 

・ 環境整備（施設の修繕） 

・ ＩＣＴのサポート 

・ 支援が必要な家庭への対応 

・ プールの見守り 

・ 会計監査 

・ 行事の準備・片付け 

・ 学校ウェブサイトの作成・管理 

・ 学校の広報資料の作成 

・ 職場体験の事業所選定 

・ 給食の時間における対応 

・ プールの清掃・管理 

・ 夏休み中の学習会 

・ アンケート等の回収 

・ 支援が必要な子供への対応 

これから取り組むべきこと 

・ 学校施設の管理（修繕・開錠・施錠等） 

・ 保護者対応（苦情対応） 

・ 登下校の見守り 

・ 地域学習協力者への連絡等 

・ プールの清掃・管理 

・ 休み時間の見守り 

・ 校内清掃 

・ 広報（ウェブサイト等）の作成 

・ 金銭の徴収・管理（教材の発注等） 

・ 校舎内外の見回り 

・ 学校運営協議会の運営 

・ 給食の時間の対応 

・ 校外団体の事務局 

・ スクールバスの運営管理 

・ 調査・統計への回答 

・ 地域学習（職場体験）への協力 

・ 部活動指導 

・ 指導が必要な家庭への対応 

・ （校外での）メディアトラブルへの対応 

・ ＩＣＴのサポート 

・ 不登校対応 

・ 学校行事の準備・運営 

演習後、安齋氏から、「こうして様々な立場の人が集まって話し合うことで、解決の道筋が見えてき 

た課題もあるはずです。学校運営協議会が設置されていないとしても、学校課題の解消に向けて熟議を 

行い、合意を形成することはできます。本日の演習をもとに、ぜひ、それぞれの立場で新たな一歩を踏 

み出してみてください。」というお話がありました。 



＜参加者の声＞ 

 

 

 

 

 

 

 

◯ いろいろな立場から話し合う機会が持てて、たいへん有意義でした。 

◯ コミュニティ・スクールの必要性をあらためて感じました。地域で子供を育てていくという考え方

の大切さがわかりました。 

◯ 学校評議員制度と学校運営協議会制度のちがいがよくわかりました。次年度の教育目標や教育課程

の作成に向けて、今日の研修を取り入れていきたいです。 

◯ 学校が地域に向き合えば、きっと地域は応えてくれるのだと思いました。小さな一歩でも、自分に

できることをしていきたいと思います。 

◯ 先生方の働き方改革は、子供たちのためになるということがわかりました。 

◯ よりたくさんの人たちに聞いていただきたい内容でした。 


